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平成２７年７月９日
東 北 地 方 整 備 局
秋田河川国道事務所

日沿道 象潟仁賀保道路（象潟IC(仮称)～金浦IC）が
き さ か た に か ほ き さ か た こ の う ら

紅葉シーズン前に開通します。
～地域の産業・観光・救急医療への効果が拡大します～

国土交通省が事業を進めてきました、日本海沿岸東北自動車道 象潟

仁賀保道路のうち、象潟IC(仮称)～金浦IC間の延長６．８kmが紅葉シー

ズン前に開通できる見込みとなりましたので、お知らせします。

今回の開通を含め、日本海沿岸東北自動車道の延伸により、地域の産

業・観光・救急医療に更に効果が拡大するものと期待されます。

○日沿道延伸により期待される整備効果 （※別添参照）

効果１：電子部品の輸送効率化で主要産業の再生と成長を支援

効果２：道の駅を拠点とした環鳥海地域の観光の活性化を支援

効果３：救急搬送の迅速性・安定性を確保

１．開通区間

○日本海沿岸東北自動車道 象潟仁賀保道路

象 潟 ＩＣ(仮称) ～ 金 浦 ＩＣ （延長 約６．８ｋｍ）
き さ か た こ の う ら

※今回開通する区間は、これまでと同様に無料となります。

※今回の開通区間については自動車専用道路となり、歩行者、自転車、軽車両、

二輪車(125cc以下)は通行できません。

２．今回の開通により、象潟仁賀保道路（象潟IC(仮称)～仁賀保IC 延長13.7km）が

全線開通となります。

３．開通時期の詳細については、工事進捗が明らかになった時点でお知らせします。

発表記者会：秋田県政記者会

問い合わせ先

国土交通省 東北地方整備局 秋田河川国道事務所

副所長（道路担当） 佐野 智樹 (内線205) 電話 018-823-4167(代表)
さ の と も き
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電子部品の輸送効率化で主要産業の再生と成長を支援
◆ 秋田県内の電子部品･ﾃﾞﾊﾞｲｽ･電子回路産業は、産業分類別製造品出荷額の約１／４を占める主要産業

◆ 本荘由利地域に集積しており、秋田県内の製造業を牽引

◆ 日沿道の延伸により物流の効率化を図り、主要産業の再生と成長を支援

・秋田県にかほ市で生産される電子部品・デバイス・電子回路の

約９割が国道７号、日沿道を利用し全国に配送

<今後の展開>
・中部、九州の自動車組み立て工場との取引拡大が期待される
・地元運送会社の雇用・収益が拡大
・地元企業の雇用・収益が拡大

各工場

酒田港

▼ 産業分類別製造品出荷額
（秋田県H24）

象潟仁賀保道路

製品出荷の約９割が
国道７号、日沿道を利用

酒田港から各工場に
資材等を輸送

全国へ輸送

庄内営業所

出典：企業ヒアリング

出典：⼯業統計

出典：企業ヒアリング

▼ 電子部品・デバイス・電子回路の
市町村別出荷額（秋田県H24）

出典：企業ヒアリング
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重点道の駅
象潟

◆ 日沿道の整備推進により、道の駅「象潟」の入り込み客数、にかほ市の外国人宿泊客が増加

◆ 日沿道の延伸により、環鳥海の道の駅の連携等、地域独自の観光振興戦略を支援

道の駅を拠点とした環鳥海地域の観光の活性化を支援
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▼にかほ市の外国人宿泊客の推移

・観光総合案内

・周遊観光の提供

・地場産品による特産品の開発

（６次産業化）

・連携イベントの展開
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＜環鳥海６駅の連携の取り組み＞
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救急搬送の迅速性・安定性を確保

◆ にかほ市の救急搬送の９６％が由利本荘市の病院に搬送。このうち、９２％が日沿道を利用
◆ また、重篤患者については、秋田市と酒田市の三次救急医療施設に搬送
◆ 日沿道の延伸により、救急搬送の迅速性・安定性を確保
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▼ にかほ市から救急搬送先(H25）

出典：にかほ市消防本部資料

▼ にかほ市 ⇒ 由利本荘市の救急搬送ルート(H25）

出典：にかほ市消防本部資料
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20・ 高速道路は揺れが少なく、

ブレーキを踏む必要が無いの
で、患者への身体的負担を軽減
できる。（脳出血患者を搬送し
ている際は、急ブレーキをかけ
ないよう特に気を遣う）

・日沿道の利用により、信号等に
よる加減速の機会が減少、路面
の安定性から血圧の変動を最小
限に抑えられるとともに、機関
員の負担が軽減

▼ 救急搬送ルートの信号交差点数
(箇所)

▼ にかほ市消防本部の声

日

沿

道

(主)象潟矢島線と国道7号の交差点～仁賀保IC間

５割減 約９割減

金浦～仁賀保間
部分開通時

国道７号＋日沿道
開通済区間走行時

象潟仁賀保道路
開通前

全線国道7号
走行時

象潟仁賀保道路
全線開通時
全線日沿道
走行時

※押ボタン式信号を除く
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